
作成日：２０１８年１２月２１日 

全国医師会共同利用施設検査健診管理者会 組織部会（報告） 

 

日  時：２０１８年１２月２１日（金）１５：００～１７：００ 

 

場  所：神戸市青少年会館サークル室４ 

     〒651-0096 神戸市中央区雲井通り５丁目１番２号 

 

参 加 者：丸岡（西宮市医師会）、末松（大分市医師会）、杉本（福岡市医師会）、 

太田（半田市医師会）、金本（三次市医師会）、藤田（姫路市医師会）、 

石田（福山市医師会）（記） 

 

内  容： 

１．現在の会員基本台帳整理について 

（１）全国医師会共同利用施設施設長検査健診管理者会入会状況 

  ・全国医師会共同利用施設施設長検査健診管理者会会員情報と管理者会参加状況につ

いて確認をおこなった。 

  ・都道府県別医師会共同利用施設数（下表）についても確認をおこなった。 

ブロック 参加数 健診Ｃ 検査Ｃ 複合体 参加率 

北海道・東北 １１ ５ ６ ９ ５５．０％

関東・甲信越 ２５ １３ １０ １４ ６７．６％

中部 １７ ２０ １４ ５ ４３．６％

近畿 ７ ４ ０ ９ ５３．８％

中四国 １０ ４ １３ ３ ５０．０％

九州 １１ ２０ ９ １０ ２８．２％

    

（２）参加推進について 

・参加申込書の提出先や入退会手続きが明確になっていなかった 

⇒現在は、ホームページでダウンロード可能になっている。 

・登録情報更新に関する書類を整理してはどうか？！ 

⇒毎年、管理者会案内時に情報更新をお願いしているが、参加されないところからの

更新情報は手に入らないので、情報更新書類を整理することになった。 

・会費の未納に対する督促等も検討することになった。 

・施設長総会と管理者会の区分けがしっかりできていないのではないか？！ 

⇒設立の主旨は、検査センターを維持するための技師長会レベルで作成されたものと

なっているので、時代に合わせて変えていく必要もあるのではないか？！ 

  ・検査部門だけ健診部門だけと話になると事務や営業担当者は参加できなくなる。 

   例えば、集荷、料金等の細かい話がしたい・・・など要望はある。 

・営業力、価格、生き残りに対する取り組みを話題にしてもよいのではないか？！ 

・会の案内等書類が担当者の手元に届いていないことがあるので、ホームページを活 



用してはどうか？！ 

  ・メールアドレスの登録を施設単位で複数登録できるようにしてほしい。 

  ⇒対応は可能。 

  ・連絡先を所長と連絡責任者と分けた方がよいのではないか？！ 

  ⇒現在でも管理者会案内時に記載できるようになっているが、その案内が手元に届い 

ていないことがある。 

メールアドレスを登録するためのお願い文書を送付してはどうか？！ 

  ・管理者会参加には予算化しておく必要があるので、予算申請時に会費を予算化でき

るよう１～２月に管理者会の案内や情報更新の案内を配布してはどうか？！ 

・退会する際のデメリットはなにか？！と聞かれた・・・ことがある。 

・日本医師会からの情報が協議会経由で情報提供できるようになれば参加しておくメ

リットがあるのではないか？！ 

  ・ブランチラボがどの程度この会に入会しても良いのか。 

⇒現在はブランチであっても線引きはしていないとのこと。入会については、事務局 

に一任することになった。 

 

２．ＨＰの利活用推進について 

（１）利用状況 

・どの程度参照されているかの確認等は、管理会社へお願いしてもよいとのこと。 

・対応してほしいことは管理会社に相談してもよいとのこと。 

（２）ホームページの管理について 

・管理はしばらく福山市医師会で行うことになった。 

・公開ルール（公開期限等）やコンテンツ更新等はホームページ管理マニュアル作成 

することになった。 

（３）その他 

  ・全医協の存在と情報提供が有意義なものになっているのか？！ 

  ・各センターの検査案内・広報誌を参照できるようにしてはどうか？！ 

⇒サイトへの情報保存は可能。アップ元、転載可能なのか、内容等を掲載する方法や 

トピックスの掲載など情報がどのように表示されるかを整理することになった。 

  ・機械と試薬の状況など本音の部分で聞きたいことを聞ける環境を作ってはどう 

か？！ 

  ・情報登録は、各個人で対応を可能な状態にしてはどうか？！ 

・施設ＩＤは１ＩＤとし、会費情報とリンクしてはどうか？！ 

 参照回数を見て会費を請求してはどうか？！ 

・ホームページを参照したいと思わせるタイトルを作成してはどうか？！ 

 

３．その他 

・情報交換も活発に行われたので、上記の進捗を加味し次回開催日程を調整することに

なった。 

（記録 石田英明） 


